
‖‖‖‖川＝川‖＝川‖‖‖＝‖‖‖‖‖‖拙‖㈱l州－‖＝帖川l刷日‖‖‖＝‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖＝‖‖‖‖＝‖‖‖‖‖‖‖‖‖＝＝＝‖洲‖】l＝‖＝‖＝＝川16‖酬‖…l‖＝l刷l‖＝川‖l＝l川‖…  

悪か－、・∴寺・   

①第12匝葛  

岡 時：6月26日（金）19：00～21：00  

出席者：62名  

場 所：東京工業大学南4号館6F 677号室  

テ蜘∇と講師：  

（且）「オ」プン型投資信託のパフォーマンス評価につい   

て」  

Part瓦∴デイリューション効果のパフォーマンス  

への影響  

Part互Ⅰ。動的ポートフォリオ戦略を考慮したスタ  

イル分析  

竹原 均（筑波大学社会工学系）   

本発表では9 オープン型投資信託におけるダイリュ  

ーション効果の影響を取り上げ，これがパフォーマン  

ス評価に与える影響について考察した。そして，デイ  

リュ」ション効果の影響は，特定のファンドに関して  

は著しく大きいが9 全体のパフォーマンスを説明可能  

なほど大きくないことを示した。さらに，Sharpeの  

方法を拡張したDSA（Dymamic Style Analysis）を  

提案し，これがアルゴリズムの収束性や計算時間の観  

点からも優れていることを示した。  

（2）「社債ポートフォリオの信用リスク評価と実証分   

析」  鈴木茂央（日興叢券投資工学研究所）   

本発表では，社債ポートフォリオに対して特性を考  

慮した信用リスクの評価問題について分析を行った。  

まず，信用リスクとしてデフォルトによる価値の低減，  

スプレッド変化による社債価格変化を考慮し，相関も  

考慮した社債ポートフォリオの評価を行った。ついで，  

このモデルを用いて実証分析を行い，その結果に関す  

る考察を行った。  

‥    － ‥－ －   

①第25園  

田 時：6月6日（土）14：00～17：00  

出席者：9名  

場 所：中央区新富 ワーカーズ。サポートセンター  

テ画▽と講師：「今の田本はどこをどう改善したらよ   

いか」  上田亀之助   

モノゴトが平穏無事ですと，安逸に慣れて？つい改  

善を怠ってしまいがちです。するとシステムの中のエ  

ントロピー（駄目さ）が高くなり駄削こなってしまい  

ます。平成10年の日本の政治。経済の現状はまさにそ  

れです。エントロピー・を早急に捨てなければなりませ  

ん憎  

◎第26匝巨  

団 時：7月4日（土）14：00～17：00  

出席者：8名  

場 所：中央区新富 ワーカーズのサポートセンター  

テ画▽と講師：「今の日本はどこをどう改善したらよ   

いか？ 第2回」  上田亀之助   

日本のように平穏無事が長く続く回では，どうして  

もつい9 改善を忘れがちになりますので9 政治色経  

済巨社会由教育等のあらゆる分野でエントロピーが高  

くならないように常に細かい変動にも注目してそれに  

対応する改善を怠らないようにしなければなりません。  

◎平成旦Q年度会喪納入のお願魁、（事務局）   

平成10年度の会費につきましては，すでに請  

求書をお送りさせていただいておりますが，未  

納の方はお早めにご送金くださるようお願いい  

たします∂ なお9 9年度の会費につきましても  

未納の方は合わせてお支払いくださるよう重ね  

てお願いいたします。  

〔預金四座振替ご利用の方へ〕   

平成10年度から預金口座振替をご希望の正会  

員の方は，学会事務局までTEL，『ÅⅩ，郵便に  

てご連結ください。折り返し預金m塵振替依頼  

書をお送りいたします。  

会員名簿発行につい竃  

本年11月末を目標に，「会員名簿」を3年ぶり  

に刊行することとなりました。会月の皆様方には，  

原簿の訂正作業，広告主の紹介など，多大のご協  

力，ご支援をいただきたいと考えております。   

皆様のお手元に置いていただいて頻繁にご利用  

いただけるような名簿作成をめざしたいと存じま  

すので，よろしくお願いします。  

名簿刊行委眉長 上田 徹  
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れぞれ集団到着があり，溢れた呼はもう一方の待ち行  

列で処理されるモデルを考え，状態依存の拡散近似法  

を用いた系内呼数分布の評価方法を提案した．また，  

シミュレーション結果との比較によって，近似解法の  

性質を調べるとともに精度の検証を行った．  

待ち行列   

・第137回  

日 時：7月18日（土）14：00～16：30  

出席者：23名  

場 所：東京工業大学 本館194号室  

テーマと講師：  

（1）「時間指定通信におけるリソース管理に関する諸問   

題」  横谷哲也（三菱電機）   

情報通信ネットワークにおける時間指定通信の必要  

性について説明するとともに，実現にあたって生じる  

通信帯域やコネクション識別子などのリソース管理に  

関する問題点について解説を行った．特に，時間指定  

通信では即時系通信に比べて高速なCAC（call  

admission control）アルゴリズムが要求されること，  

即時系通信の受付制御において保留時間の推定が必要  

であることを指摘し，これらの問題に関する最近の研  

究状況を紹介した．  

（2）「Fnetにおけるルーティング方式とその性能評価」  

大原久樹，高橋敬隆（NTT）   

ファクシミリ通信網においては，ノードの混雑状況  

に応じて動的ルーティング制御を行う必要がある．本  

発表では，効率的なルーティング方式を‾求めるための  

基礎的なモデルとして，2本の有限容量待ち行列にそ  

会 合 記 録  

7月8日（水）  機関誌編集委員会  3名  

7月16日（木）  研究普及委眉会   

7月23日（木）  理事会  

第2回理事会議題（10－7】23）  

平成10年度第1回理事会議事銀の件  

平成10年度春季支部長会議議事ノ録の件  

入退会承認の件  

中国・四国支部規約改正の件  

第1・四半期収支報告（含40周年特別会計）の件  

第39回シンポジウム並びに平成10年度春季研究発表会終了  

報告及び決算報告の件  

平成10年度秋季研究発表会予算案及び特別講演の件  

企業事例交流会（第2回）開催の件  

企業フォーラム開催の件  

テクノOR講座開催の件  

平成10年度役員・支部長名簿  

理事 会  長 水野幸男  

／／ 副会長 小金澤章吾  

／／   
／／   今野  浩  

／／   
／／   茨木俊秀  

／／ 庶  務 上田 徹  

／／   
／／   中野一夫  

／／ 会  計 岡本吉晴  

／／ 研究普及 中森眞理雄  

／／   

／／   常盤晋吾  

／／ 編  集 大山達雄  

／／   

／／   森戸  晋  

／／ 国  際 高橋幸雄  

／／ 無任所 石川明彦  

（日本電気）  

（JR西日本開発）  

（東京工業大学）  

（京都大学）  

（成躍大学）  

（構造計画研究所）  

（三菱絵合研究所）  

（東京農工大学）  

（オーり」ション・リサーチ・コーポレーション）  

（政策研究大学院大学）  

（早稲田大学）  

（東京工業大学）  

（岩手大学）  

理事 無任所 石井博昭（大阪大学）  

／／   
／／   畑 昭彦（日本電気）  

／／   
／／   八巻直一（静岡大学）  

／／ 監  事 岡本行二（東芝情報システム）  

／／   
／／   高森 寛（青山学院大学）  

支  部  長   

北海道支部長 戸井田 弘（北海道電力）   

東北支部長 山本 保（東北コンピュータ・サービス）   

中部支部長 中川葦夫（愛知工業大学）   

関西支部長 田村坦之（大阪大学）   

中・四国支部長 河合 一（鳥取大学）   

九州支部長 時永祥三（九州大学）  
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